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　「学びのグループゼミ」は，1 年生から 4 年生の各
学年に通年科目（1 単位）として配置されている統合
看護科目で，年間 8 回行われる．「学びのグループゼ







であったため，1 年生と 2 年生が本授業に参加してい


















































年生 86 人，1 年生 92 人）のうち，研究参加に同意が
得られた 162 人にインタビューを依頼した．インタ
ビューは，4 つの学びのグループそれぞれに，2 年生
コアメンバー 1 名，2 年生アクティブグループメンバー
または周辺グループメンバー 2 ～ 3 名，1 年生コアメ
ンバー 1 名，1 年生アクティブグループメンバーまた





いは，2 年生コアメンバー 4 人，2 年生アクティブグ
ループメンバーまたは周辺グループメンバー 10 人，1
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2 ）ビデオ


























　① 2 年生コアグループ，② 2 年生アクティブグルー

































































◦ 4 つだったグループを 6 つに変えたのは，4 つに分































◦1 年生は実習を 9 月に体験してから，すごい自分た
ちから疑問を抱いて，2 年生に質問するようになっ
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3 ）＜ 2 年生と自身の体験を重ね合わせ，思考を広げる＞
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